
国家と世界の関わり



メニュー

• 国際社会の秩序
• 国際経済法秩序の枠組み

– 経済のブロック化
– ブレトンウッズ体制の成立

• 経済活動における相互浸透の発生
• 経済活動のグローバル化と現行の法秩序
• 国家連携、自由貿易地域
• 国家連合－ＥＵ（欧州連合）

– Ｃｆ. 欧州の主要な枠組み

• 授業の目的など



3国際社会の秩序

• 国際通商法
–国際法としての

→国際慣習法、二国間条約、多国間条約

最も重要な法源－WTO協定とIMF協定

–国内法としての

→対外通商法

• 国際法と国内法の関係

• 国際（international）－国家（nation）
– 国家概念の確立－主権＝植民地



4国際経済法秩序の枠組み

• 「関税及び貿易に関する一般協定」（ＧＡＴＴ）

• 国際通貨基金（ＩＭＦ）－ブレトンウッズ協定

• ｜

• 貿易の自由

Ａ国 Ｂ国

モ ノ

カ ネ
貿易支払



5ブレトンウッズ体制の成立

• 第２次世界大戦前の経済のブロック化

• １９２９年 世界恐慌→経済のナショナリズム

• 自国産業の保護

–高関税・輸入制限→報復関税

–通貨の切り下げ競争

• 通貨安→輸出が増える

• 通貨高→輸入が増える→貿易上不利



6経済のブロック化

低関税

低関税

低関税

高関税

Ｂ国

Ｃ国

Ｘ国

自由貿易 高い障壁

自由貿易
自由貿易

第二次世界大戦



7ブレトンウッズ体制の成立

• １９４４年 ブレトンウッズ協定

–国際通貨基金（ＩＭＦ） 国際復興開発銀行

• １９４７年 ＧＡＴＴ（関税及び貿易に関する一
般協定）

• →ブレトンウッズ体制

–自由･無差別な多角的貿易

– ＩＭＦ→通貨の安定と金融

– ＧＡＴＴ→貿易障壁の撤廃



8経済活動における相互浸透の発生

• 直接投資の自由、資本移動の自由（ＯＥＣＤ）

Ａ国 Ｂ国

カネ（投資）

カネ（資本）

カネ
（再投資）



9経済活動における相互浸透の発生

• 多国籍企業の登場

• 国家法の多様性

• 国毎の通貨、税制度

• 国家と企業の相剋：国際的経営戦略の優位
性



10経済活動における相互浸透の発生

• ブレトンウッズ体制の崩壊

–固定相場制→変動相場制

• 通貨の商品化現象

A国 B国 C国

オフショア(offshore)



11経済活動における相互浸透の発生

• 相互依存の時代へ

• →相互浸透 内政干渉を行い合う。

• →WTO協定の成立 1995年



12経済活動のグローバル化と
現行の法秩序

• 独立の主権国家の並立→国毎の法

• 対抗立法

アメリカ

イギリス

オランダ

資料提出命令

資料提出 差止命令



13国家連携、自由貿易地域

• 自由貿易地域

– NAFTA（北米自由貿易協定）

–米州自由貿易協定

– ASEAN（東南アジア諸国連合）

• ＋３

– APEC（アジア太平洋経済協力）

– ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定）

–日中韓ＦＴＡ？



14国家連合－EU（欧州連合）

• 単一市場
–共通通貨

–法の統一（統一法運動）
• ＥＵと合衆国の型。

– ＥＵ：規則、条約、指令

– 合衆国：連邦法、州法。州法の統一－モデルロー。

• ハードロー ソフトロー

（条約） （モデルロー）

• －＞世界法？・・・世界連邦？



15 Cf. 欧州の主要な枠組み

外務省HPより



授業の目的

• 世界経済法制へと向かう国際社会・国際組
織の基本的仕組みと現況を考察し、公務員
や法曹、企業法務として、経済活動における
国家と世界の関わりについて、相互依存・相
互内政干渉の法的意味を周囲に説明し、国
家・地方行政や企業の国際戦略において役
立たせることができるようになる。



授業の到達目標

• 関税及び貿易に関する一般協定（ＧＡＴＴ）との対比におけ
る世界貿易機関（ＷＴＯ）の特徴、特に、そのルール指向
型であることの意味を具体的に述べる。
外交交渉ー政治力＜－＞司法的解決ールールによる解決
対抗立法＝＞貿易戦争

• アンチダンピングやセーフガードといった特有の制度に関
して、どのような形で国際的紛争が発生し、解決されるか
を予測できる。

• 地域的債務危機において、ＩＭＦがどのような役割を果たし、
国際社会がこれを解決したかについて、基本的な仕組み
公式化する。

• 経済新聞や経済専門誌のＷＴＯやＩＭＦ関連の記事につい
て、身近な問題として理解できる。


